
固定資産台帳の見方

■　固定資産台帳で分かる主なもの①

本市が所有する固定資産には、「どのようなもの（種類）」が、「どのくらい（数量）」あって、「いくら（価値）」なのかといったことを見ることができます。
固定資産台帳には非常に多くの情報が記入されていますので、ここでは固定資産台帳で分かる主なものを説明します。
各項目の説明については、「固定資産台帳の項目説明」をご参照ください。

C列「資産種別名称」には、その固定資
産が、土地なのか、建物なのかといった

固定資産の種類が記入されています。

D列「件名」には、施設名等が記入されてい
ます。E列「用途」と合わせて、「どの施設」で
「どのように使っている」かが分かります。

L列「耐用年数」、M列「償却率」には、「減価償却
資産の耐用年数等に関する省令」（法定耐用年

数）に基づいたものが記入されています。



■　固定資産台帳で分かる主なもの②

N列「取得価額等」には、本市が
取得した時の資産価値が記入さ

れており、O列「決算価格区分」
には、その価値をどのように評

価したのかが記入されています。

Q列「減価償却累計額」には、決算年度末
時点で、いくらの価値が減少しているのか

が記入されています。

R列「残存価格」には、決算年
度末時点の固定資産の価値

が記入されています。

N列、Q列、R列を見ることで、その固定資産を取得して
から、決算年度末において、いくらの価値が減少して、

いくらの価値が残っているのかが分かります。


